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大 阪 大 学 看 護学 雑 誌Vbl.6No,1(2000)

編 集 後 記

記念すべき20世 紀の最後の年、教育 ・研究と実践の融合を求めて創刊された 『大阪大学看護学雑誌』も6巻 を重ねま

した。よい 「看護」を追求するという一つの志のもとに大学 と病院に席をお く者が、全国に先がけて協同で創 りあげた

このジャーナルは、とても貴重です。ご投稿下さった方々に感謝致します。

目前にある21世 紀は、「共生の時代」、つまり助け合いの時代 といわれます。このように特徴づけられることの背後に

は、これまでのものの見方と現在のものの見方に、根本的な違いが起っているように思います。過去、四半世紀、私た

ちは 「進歩」という旗印のもとに高度経済成長のなかを疾走 してきました。しかし、いまや私たちは、「何をもって進歩

とするのか」、「どれだけ進歩するのか」 ということを問いはじめています。さらにまた、これらの問いは、私たち一人

ひとりにかかっているということ、つまり 「一人ひとりの内面の進歩にしか存在 しないのではないか」と気づきはじめ

ています。欧州の社会が、半世紀以上前に指摘 しはじめたことへの気づきです。

このような社会にあっては、生と死への関心、日常性つまり生活のへの関心、個別的 ・身辺的なものへの関心が増 し

ます。また、身体 としての快適性、美しさの追求、情感や人情、気分、心が重視されます。 このことは、とりもなおさ

ず看護的視点が大切になる時代の到来なのです。さらにいえば、病む人や家族が病気や苦難にたち向かえるよう援助す

るだけでなく、この体験のなかに意味を見出すような支援が求められていることなのです。この方向づけには、私たち

には病気が 「自己実現」の体験とな りうるという確信が前提として必要ですし、それを持つことは難しい課題でもあり

ます。しかし、時代は、病む人の 「存在」と 「発達」につながる看護の提供を求めるようになることは明らかです。本

雑誌も、この力の獲得につながる研究 ・実践が増す ことを切に期待 しています。

(編集委員:鈴 木敦子)
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